
道路近傍における浮遊粉じん等の実態について

吉田 昇 杉本俊比古

井島辰也い片岡 宝 2)

1 はじめに

近年、東北や北海道の都市部を中心に冬から春先にかけ道路のほこりによる生活環境の悪化、更

には地域住民の健康への影響が憂慮されるなど「道路粉じん公害」が大きな社会問題としてとりあ

げられている。

これら道路粉じんの発生は、冬季のスパイクタイヤの普及による路面摩耗の増大かその主要因で

あるとされており、各研究機関においてこれらの原因解明のための各種実態調査が進められている

ほか、すでに一部自治体においてはスパイクタイヤに関し公用車の使用自粛さらには一•般車に対す

る使用期間制限等の規制措置など具体的な対応策が打ち出されてきている。

本県でも融雪後、路面の乾湿状況によっては自動車の走行などにより一時的な道路粉じんの舞上

り現象はみられるが、冬期間は積雪等によりこれらの現象はなく仙台などのような深刻な事態まで

には至っていない。

しかし、一方では冬期のスパイクタイヤ使用により県内の各所では顕著なわだち堀れが認められ、

これらの道路補修経費の増大は道路サイドとして大きな問題となっており、 58年 2月には県道路課

か中心となり、本県としての今後のスパイクタイヤ問題に対するとりくみについて総合的な対応検

i‘Jを行うため道路、環塙、警察等の実務担当者からなる「スパイクタイヤ問題研究会」を発足させ

話し合いを進めている状況にある。

当センターでは道路粉じんについて分析方法などの検討を含め57年度からその実態把握のための

肌礎調西に着手したが、本報文は57年度分の調責結果についてその概要をとりまとめたものである。

2 調査方法

(1) 調査地点の概要

調肖地点は図ー］の 8地点で、これらの地点の道路概況は表ー 1のとおりである。

1) 現在戦巣保健所 2) 現在閲境保全課
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表ー 1 調査地点の概要

道 路 状 況
No、 調 査 地 点 名

路 和，、白k 名 車線数 舗装状況 全受（遥っち量大（台型／車12）h) 

1 秋田市飯島白樺ラーメン前 国道 7 号 2 アスファルト 17,062 
(3,398) 

2 秋田市土崎自動車排出ガス測定局舎 国道 7 号 2 アスファルト

3 秋田市八橋県環境技術センター前 国道 7 号 2 コンクリート 32,197 
(5,744) 

4 秋田市山王市役所前 新屋、土崎線 3 アスファルト 20,902 
(2,021) 

5 秋田市中通自動車排出ガス測定局舎 秋 田 停 車 場 5 アスファルト 38 ＇［ 46 
(3, 35) 

6 秋田市茨島自動車排出ガス測定局舎 国道 7 号 2 コンクリート 20,649 
アスファルト (4,776) 

7 秋田市卸町人形会館前 国迫 13号 2 アスファルト 19 盗40 
(3 97) 

8 秋田市新屋新屋支所前 国道 7 号 1 アスファルト 11,175 
(2 475) 

（注） 交通凪は昭和55年度交通量凋査表（道路課資料）より抜粋

(2) 調査時期および調査内容

調査時期は昭和57年 3月、 9月及び12月で、調査内容は表 2のとおりてある。

表ー 2 調査内容

調 査 項目 使用機器 分 析 項 目 調査地点No.

ハイボリュウムエアサ 浮遊粉じん濃度、灰化減量、ベンゼン抽出物質 2、3、5、6

ンろ：嵐紙
吊（アスフ 7)レト指標）、金属成分濃度 (Cu、

浮遊粉じん
・石英繊維

(2500 QAST) Pb、Zn、Cd、Fe、Mn、Ni、 Al、Ca、V)

アンダーセンエアサン 1学遊粉じんの速度分布、金属成分浪及 2、5
フ99フ-ー

ローボリュウムエアサ 浮遊粒子状物質濃度、ベンゼン抽出物質量 2、5、6
浮遊粒子状物質 ンプラー

（ろ紙：ハイホルと同じ）

道路堆積物 粒径分布、ベンゼン抽出物質量、金属成分濃度 1 ~8 

(3) 分析方法

灰化減量： H.Vろ紙の一定量を低温灰化装置により灰化し、その前後の秤量値により求めた。

ベンゼン抽出物質昂：アスファルト成分のす旨標としてベンゼン抽出物質いを測定した。抽出法に

ついて、ソックスレー抽出法と超音波抽出法を比較検討した結果、多試料を処理するうえでの抽出

時間の点から短時間抽出が可能な超音波抽出法を採用した。 H.Vろ紙（細切）およひ道路堆柏物の

一定量を共栓付三角フラスコに入れ、ベンゼン50叫で、 30分間超音波抽出後、ろ液をロータリーエ

ハポレーターて濃縮し、あらかじめ恒量とした：秤量瓶に入れ赤外ランプにより乾同、恒量とし求め

-74 --



金属成分濃度： H.Vろ紙については低温灰化後細切しビーカーに入れ、硝酸、過酸化水素により

加熱分解処理を行い原子吸光光度法で定量した。

アンダーセンについては各ステージをビーカーに入れ、硝酸により超音波抽出を行い、その後、

H.Vろ紙同様加熱分解処理を実施し定量を行った。

堆積物についてはトールヒーカー中で硝酸、塩酸、過塩索酸分解処理後、原子吸光光度法で定量

した。

堆積物の粒径分布：粒径 1mm以下の堆棺物について、孔径 590μm、 297 μm、 149 μm、74μm

及び46μmの 5種類のフルイを使用しふるい分けを行い、全量に対する各粒径の重量比を求めた。

3 調査結果及び考察

(1) 浮遊粉じんおよび浮遊粒子状物質

ア 粉じん濃度

道路端4地点におけるハイボリュウムエアサンプラーによる浮遊粉じん濃度の測定結果は表ー 3

及び図ー 2のとおりである。

4地点における各月の期側平均濃度に 9月が約 150μg/J）［前後で地点間にそれほど大きな差がみ

られないのに対し、 3月は 494~932μg／爺、 12月338~725μg／戒と地点間の差が大きいことに

加え、いずれも夏期に比べ刷著な濃度の増}J□傾向がみられる。また、 3月、12月は各池点とも路面の

乾湿状況等により調針期間中粉じん濃度にかなりの差がみられ、茨島を除く 3地点では 1,000四／而

を超える高濃度値が測定されるなど、同期には道路粉じん（ほこり）そのものが夏期に比較し多い

ことを示している。

一方、路面の舗装状態による粉じん濃度の差異については、対象地点として選定した当センター

前（コンクリート舗装）が機器の設置高さや自動車の停・走行状態なとの面で他のアスファルト舗

装 3地点と多少異なることもあり、今回の調査では特に際立った差はみとめられない。

表 3 浮遊粉じん及ひ浮遊粒子1人物質濃度()_)経月変化
(μg／戒）

機器l-57年 3月 57 年

N:, :凋杏J也点竺竺□ピ：宣竺
2 I 土 崎追路端， 670 | 142 

自!JI／り）舎上地上2m I (298~1036) i (102~189) 

9 月 1 57 年 12 月

口：は認叶□1晶在で口心認
49.0(547.:51664) | ]09 

3 八 橋道路端 515 160 
：ーンタ ー前地 上 （153~1092) (71~222) 

中 通，j首路端 932 I 126 
5 自排局舎上地上3m (433~1340) (88~184) 

6 I 茨 島道路端 494 184 
自排局舎上地上2m ¥ (201~688) I c120~258) 

ーロー

46:: ：□：::: 
（注） 1 ハイ．ボリュウム伯 (24時間サンプ ル） 1日リ間］平均1直、（ ）内9：よ最箕～最：計店を表わすQ

2. ローボリュウム値は 9月が12日間、 12月が9日間の連続吸引濃度を表わす。
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図ー 2

表―-4は一般環境調百として秋田市内の八橋（当環埒技術センター）、中通（私田保健所）、茨

島（旧県工業試験場）の 3地点において毎月 1回任意日にハイボリュウムエアサンプラーによる24

時間サンプル調査を実施している浮遊粉じん濃度の昭和55~57年度の間の年度別経月変化を示した

ものである。

これら一般環境調査地点での試料採取は道路端から約30~50m、地上高約 4~14m地点で行って

いるが、各地点の年平均燐度は、採取地点を移動した茨島の57年度データを除くと、刈環境技術セ

ンターで75μg／戒前後、秋田保健所及び旧県工業試験場で90~100μg／戒となっており、また、道

路粉じん調査を実施した 9月、 12月及び 3月の 3カ年平均についてみると 9月が56~77μ g/nt、 12

月 105~206μ g／戒、

を示している。

浮遊粉じん(H.V)及び浮遊粒子状物質(L.V)濃度の経月変化

3月が 144~286µg／成で各月とも通路端濃度に比蚊し、約怜～½低日の値

また、一般燦塙での各年度の経月変化については毎月 1日のみの調査て、かつ年良りある月につい

ては中国大陸からの黄砂などの特異現象の影響をうけるなど、かならずしも月の代表データとはい

いきれない面もあるか、 3調査地点とも 3~4月及ひ］1~12月か他の月に比較し高い傾向がみられ、

各地点とも道路からそれほど離れていないことなどから道路粉じんの寄与か大きいことが考えられ

これら拡散状況等については来年度以降調査を行う予定である。るが、
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表ー 4 秋田市街地の一般環境における浮遊粉じん濃度（ハイボル値）

(μg／戒）

調査地点 機設置状器況 年度 4月 5 6 7 8 ， IO 11 12 1 2 3 平均

秋田市八橋 道路端から 55 56 1 30 49 36 38 52 37 88 75 46 118 214 78 

燦境技術セ 約50m 56 140 65 81 45 37 63 37 96 84 42 90 97 73 

ンター 2階 （地上約4m) 57 105 45 54 30 55 欠 58 27 156 47 75 121 70 

秋田市中通 道路端から 55 149 141 51 36 53 69 38 82 85 48 89 430 106 

秋田保健所 約50m 56 131 72 52 37 23 43 32 100、 283 40 40 158 84 

3階屋上 （地上約10m)
l 

57 118 68 36 35 98 欠 76 99 250 57 43 269 104 

秋田市茨島 逆路端から 55 102 133 59 42 68 80 55 llO 85 56 231 409 119 

旧工業試験 約30m 56 59 81 111 64 29 73 52 184 206 93 70 114 95 

場屋上 （地上約14m) 57 92 63 70 35 90 欠 198 216 376 190 178 521 184 

（注） 茨島1日エ試屋上の57年10月～5罹F3月測定値ぱ茨鳥自排局舎上の捕集テータ。

57年 9月、 12月に土崎、中通及び茨島の 3自排局舎上において実施したローボリュウムエアサン

プラーによる粒径 10μm以下の浮遊粒子状物質濃／長の測定結果は表 3 及び図—-2 のとおりてある。

3地点における濃度はスペイクの装着期である12月か約70~100／心／面で夏期の50I←tg／戒前後に

比べるといずれも増加傾向にあるが、ハイボリュウムによる浮遊粉じん濃度の変動ほど顕著ではな

く、また同じ 3地点での両者の濃度差をみるかぎりでは冬期の道路近傍での粉じんの増加は主に粒

径 10μ飢以上の大粒子側の増加によるものてあるこうかうかかわれる。

なお、表ー 5は参考までに中通、茨島の両自排局舎における自動測定機による浮遊粉じん濃度（ロ

ーボリュウムによる校正未実施）の月平均濃度の経月変化を表わしたものであるが、 1時間値の年

平均濃／斐は中通局か約20μg／面、工業地帯に隣接する茨島局か約40肛g／戒て、弩月的に（ま各年度と

も大きな濃度変動はみられない。

表ー5 中通・茨犀自排局における浮遊粉しん濃度経）」変化

(μg/ni;) 

測定地点 年度 4月 5 6 7 8 | 9 l 10 11 12 1 2 3 平均

55 I l 57 54 I 54 50:39 22 15 i 13 49 26 19 21 35 

中通自排局 s6 I 23 18 20 20 

--16 1 ＇ □30 | 37 ]l i41 i1 ~29 ロ26 1 40 

19 17 
ゴー 一

57 22 19 18 20 1 6 | 21 19 

55 42 36 40 i 33 38 I 39 36 

茨島目排局 56 42 31 37 I 37 ： : I ＇ 31 I 31 I 42 30 I 41 41 36 

57 38 36 i 41 i 40 46 | 41 | 43 35 38 41 』 39 
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アンダーセンエアサンプラーによる土崎、茨烏両自排局舎上での浮遊粉じんの粒径別濃度及び粒

度分布曲線は表ー 6、図ー 3のとおりである。

浮遊粉じんの分級捕集は同表のとおり 0ステージ（粒径 11.0μm以上）から第 7ステージ（同 0.43

~0.65 μm)及びバックアップフィルター（同 0.43μm以下）の 9粒径区分により行ったか、両調

査地点での粒径別濃度分布状況はいずれも各月粒径 6μm付筑1こ一つのピークをもつ分布系を示し、

3月及び12月の道路端での粉じんの増加9ま東立径 2.1μm以上の粒子の増加であり、特に 11.0 μm以

上の大粒子が大きく寄与していることがわがる。

表ー 6 アンダーセンエアサンプラーによる粒径別粉じん濃度

(μ g／而）

調査地、9且 I年月□三／

, < o.43 1 ~0.65 

ー：9-崎ー□三［口三□
自動車排出 1 57/g | 21.7 |― l.2 

ガス局舎上

粒 径 (μm) 

7
 

6
 

L
O
 

4
 

3
 

2
 ゜~1.11 

57/12 18.1 1.2 

7.2 

4.7 

~4.7 

4.4 

中 通

自動車排出

ガス局舎上

57/ 3 2 5. 2 3.0 5.3 

10.2 

4.6 

9.0 

57/ 9 20.3 3.2 

57/12 12.8 0.9 

11.1 

~ 7,0| ~ 11 0 

26.8 I 40.5 I 39.4 
-- -

7.6 1 10.2 I 5.7 

20.5 35.3 

35.olロニ
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図ー 3 荏遊粉しん0)粒I呈分布曲線
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イ 灰化減量

低温灰化装置による土崎、八橋、中通及び茨島の 4地点でのハイボリュウム捕集粉じんの灰化減

量は表ー 7のとおりである。

灰化減量は捕集粉じん中の後述のアスファルト成分指標としてのベンゼン抽出物質を含むいわゆる

総有機性物質量であるといえるが、これらの地点別月別状況は吸引流量当たりの平均濃度では 9月

がいずれの地点とも約50μ9／面であるのに対し 3月及び12月は52~113μ9／而で月及び地点により

かなり差がみられ、夏期より高い値を示している。これに対し粉じん総重量当たりの平均灰化減鼠

は3月、 12月が粉じん濃度そのものが高いこともあり、逆に 9月が30~39％で3月の13~17％及び

12月の21~32％を上回っている。

表ー 7 浮遊粉じん中の灰化減量

区
57 / 3 57 / 9 57 /」2

分
μg／戒 形 μg／吋 形 μg／吋 彩

土 崎
82 13 54 39 101 26 

(45~110: (11~15) (32~73) (21~44) (29~187) (11~54) 

八 橋 72 17 49 30 • 59 21 
(34~120: (10~30) (16~81) (13~37) (28~93) (11~45) 

中 通
113 13 48 39 52 30 

(61~222: (II~14) (37~60) (23~45) (21~88) (12~60) 

茨 島 66 14 60 33 71 32 
(37~89) (12~19) (37~83) (18~40) (43~120: (14~63) 

（注） 表中の上段は平均値、下段の（ ）内は最低～最高値を表わす。

ウ ベンゼン抽出物質

道路端での捕集粉じん及び道路堆積物中の摩耗アスファルト分を求めるため、ベンゼンによる超

音波抽出を行い、アスファルト分の指標として検討を加えた。

表ー 8及び図ー 4は浮遊粉じん (SP)及び粒径10μm以下の浮遊粒子状物質 (SPM)中のベン

ゼン抽出物質量を表わしたものである。

浮遊粉じん中の期間平均ベンゼン抽出物質量は、吸引流量当たりでは 3月及び12月が約 30~60

μg／戒、 9月が10~20μg／爺で各地点ともスパイク装着期が夏期より高い傾向にあるが、粉じん重

量当たりでは中通、茨島両自排局の 9月濃度は 3月より高い値を示している。

浮遊粒子状物質中のベンゼン抽出物質濃度については吸引流量当たりでは12月が 13.3~19.7 

μg／戒、 9月が8.5~11.4μ g／戒で浮遊粉じんと同様冬期が夏期より高く、粉じん重量当たりでは

中通、茨島両自排局の 9月が12月よりわずかに高い値を示し、彩値そのものは 3調査地点の 9月、12

月の両月とも浮遊粉じん中の含有率より高く、粒径の小さいほどベンゼン抽出物質の濃度が高いこ

とが推察される。
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表ー8 浮遊粉じん及び浮遊粒子状物質中のベンゼン抽出物質量

調査方法 57 / 3 57 / 9 57 / 12 
調査地点

区分 吸出量引量(.μ当gり／戒の抽） 浮中遊の粒割子合状（物％質） μg／戒 彩 μg／而 劣

50.2 7.6 9.6 6.9 
,, 

52.3 10.4 
土 崎 sp (25.5~73.7) (6.8~8.6) (4.7~12.2) (3.1~8.8) 10企 1<11.6) (5.5~20.1) 
自排局舎上 spm 8.5 17.4 19.7 18.0 

八 橋 sp 35.5 7.2 10.3 6.3 29.4 10.4 
センター (15.5~59.3) (5.4~10.2) (3.3~18.1) (2.5~10.1) (1 2.9 ~49.1) (6.0~22.4 
道路左端 spm --—----. ----
中 通 sp 60.3 6.7 15.3 11.7 32.3 15.1 

(31.8~100.1) (4.3~7.8) Cll.6~21.6) (5.6~14.2) (8.1~61.0) (7.0~27.8) 
自排局舎上 spm 9.1 20.8 13.8 20.1 

茨 島 Sp 34.2 7.0 19.3 11. 30.6 11.3 
(14.8~45.6) (6.4~7.8) (9.9~29.4) (5.1~20.3) (1 0. 3 ~63.0 (6.2~19.7) 

自排局舎上 spm 11.4 16.4 13.3 15.3 
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図ー4 浮遊粉じん及び浮遊粉じん中のベンゼン抽出物質量

工金属成分

表ー 9及び図ー 5はハイボリュウムエアサンプラー捕集粉じん中の金属成分濃度の地点別経月変

化を表わしたものである。

各成分とも調査地点及び調査日により濃度変動がみられるが、期間平均濃度についてみるといず

れの地点も土壌成分元素であり、またアスファルト舗装材成分である Fe、Mn、Al、Ca、V及びNi

の各元素が、茨島の V、Niを除き、浮遊粉じん濃度と同様 3月、12月値が9月より高い値を示してお

り、特に Ca成分の濃度増加が顕著である。

表ー10は参考までに秋田市街地の一般環境•3 地点における浮遊粉じん中の金属成分濃度の55~57

年度間の年平均値の推移を表わしたものであるが、道路端に比較し Fe、Mn濃度がやや低い点を除

き、他成分については平均的には大きな濃度差はみられない。

なお、表ー11は道路端4地点について各成分間の相関係数を求めたものであるが、 4地点とも土
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壌成分元素としての Fe、Mn、Al間のほか一部地点では Ca、V、Znを含む相関性が認められ、また、

茨島調査地点では亜鉛製錬所、把料工場及び石膏ポート工場等からなる茨島工場地帯に隣接してい

ることもあり、道路粉じんの寄与とあわせ、 Cu、Pb、Zn、Cd及び Ca成分間にも相関性がみられ1、

同工場地帯からの影響もうかがわれる。さらにコンクリート舗装として対象とした八橋地区の当セ

ンター前では特に CaがCu、Pb、Zn、Cdを除く他成分と高い相関性を示し、他の 3地点と多少異

なる傾向にあるといえる。

図ー 6は土崎、中通両自排局舎におけるアンダーセンエアサンプラーによる金属成分別の粒度分

布を示したものである。

調査元素のうえ土壌成分元素としての Fe、Mn、Al及びCaの各成分｛ま各月とも 6/1m付近に 1

つのピークを持つ分布系を示し、 3月、1,2月には 2.1μm以上及び11μ m以上の粗大粒子群の頭著ば

増加傾向が認められ、前述の粉じん濃度そのものと全く同じパターンを示している。

また、他の Cu、Pb、Zn等の成分については、 1μm以下にも小ピークをもつ 2山型の異なる分

布系を示し、季節による顕著な濃度差はみられない。

表— 9 浮遊粉じん中の金属成分農度
(n g／戒）

品査地点 年月 Cu Pb Zn Cd Fe Mn N1 V i ca Al 

.53 72 370 13 

［ 
57/ 3 (34~81) (5 1 ~ (2 67~ 1 ~ 

116 445 
71 70 350 

土 崎
(¥ -55~84 ) -(140  ̀(1 ~ 

81 8, 筐、
(20~ 

(so~ogo) (ND 3~20) （ 6 67 
162 16,170 
73 386 14 

/22 ~1~536) (5,4662,010~0 ‘ 
5,900 

(1 6~ 24~ 3) (＼ 1~ 7~24) 890~ 
154 67 ¥ 1 01, 1 00 10 200 

201 69 540 3 
3654,2,02 4~1 0 0)¥I I (4 97 6 八栢 57/ 9 (1 43~ 42~ (170~ ¥ （ 1 ~ 5) 1, 7~ 1 32) (3 ~ 1 1) 272 96 970 

66 78 900 3 

＇：言：222 8 
57/12 げ6~ (27~153) 

1 619517 [ ー lり
4~ ，） (3~ 3) (24 

112 41 1 
155 70 440 18 

57/ 3 (8 5~ (50~ 95) 2 5n) 2 60~ 3) (9~ ） (87 

← '<—4-一 2570 5 
77 28 

72 280 1 冒2,61 言0 | 68 4 
中通 57/ 9 2~ 49~ 210~ND~ 1, 4~104)(¥ 3~ 7 14 

59 132 360 2 
93 39 150 1 5,320 168 7 

43 ,383738,,20092..:.,0 0' 、
4.100 

57/12 (47~131) 13~ (40~' （ ND~ ） l go~ ） (9 ～ 5) :( 3~ ） , 1 8 ~76) I （ 640~ 
64 250 I 10,.100 34 12 7,250 

73 68 350 2 8,040 273 JS 

(54~ ~3158 64 77i¥i | 1佗 翌4．9814,,2'015~0 0 ‘ 

6,3 5～ 2, 
57/ 3 1(4 1 ~ 51 ~ ［［曇（ 121~ （ 9~ ） （ 1,072 

111 84 424 23 9 081 
96 86 114 l 0 2,720 

茨島 57/ 9 (62~ 55~ ） 竺筐）〖71 ~I65)(3~］ (15 143)！（嘗320 1,7翫60~ 
150 l54 
146 63 6,030 215 

48 )!(2 30,510 
57/12 (9 6~ (3 0~‘ （詈盗）］（39~419)(4~ 10) （ 11~,900 祠(L 8,580, 210 98 87 69 6 

（注） 表中の上段は期間平均値、下段の（ ）内は最低～最高値を表わすj
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表ー10 秋田市街地における浮遊粉じん中の金属成分濃度推移（年平均値）

調査地点 年度1 Cu Pb Zn Cd Fe 入，ln Ni 

八 橋 55 110 45 555 1 2,767 58 10 

（ 環境技術セ） 56 80 29 247 1 1,482 44 21 
ンター 2階

57 52 28 1 95 1 67 12 1,265 

通 55 88 42 334 1 3.995 62 7 中

I 122 
| -心•-"

（馨爪保健所） 56 71 34 

57 89 30 I 144 

茨 島,~ 55 120 
80 I~ 36 9 ,  

（旧エ］ 試験） 56 86 44 93 

場屋 57 81 68 888 

表ー11 地点別の成分間相関係数

（土‘碕）

SD LA EB Cu Pb Zn Cd Fe Mn N1 Al 

7―V80 iI些Ca SD |¥  i 8231708 736 

LA ＼ 946 962 ~831 .9.. 01 664 

EB 1 ＼ 891 716 808 79~ ~ツ3l 
Cu ＼ 636 780 661 I 632 

Pb I¥ 
l 

Zn l l | 5 ＼ 681 832 862 691 711 

Cd ］上 5 I~ 
叉Fe 1 l 5 5 : l 930 946 712 

Mn 5 I 1 1 1 ＼ 809 

区 ＇ 
--; 

N1 

Al 5 5 5 ・. 1 1 |¥ 781 

V I 5 5 '一I' ＼ 
~ ~ ~” 

Ca 1 5 5 1 ＼ 

（中辿）

SD LA EB Cu Pb IZn Cd ＿F9＿11e i「但tv 1n Ni 八］ V Ca 
SD ＼ 9161653 940 658 15 849 896 

LA ＼ 668 
―694Ii;:; 756 76―3' 1764 EB 1 ＼ 794 645 

Cu 5 5 ＼ 761' 646 胸|| 
Pb ¥、＼ 

Zn 1 1 5 ＼ 908 920 845 823 

Cd 5 
ヽ

ヽ＼ ヽ 645 ＇ 66E 
Fe 1 5 1 ¥97l 969 768 

Mn 1 5 5 1 □> ミi塑792 ,~ 
＇ N1 

Al 1 5 1 I 1 ！＼ 694 

V 1 5 5 1 5 1 I 5 ド、
Ca 5 5 |¥¥ 

1 

1 

2 

2 

3 

SD LA 
SD 文←858 

LA 1 ＼ 
EB 5 1 

Cu 

Fb 1 

Zn 1 

Cd 

Fe I 1 

Mn 1 I 

Ni 5 

Al 1 5 

V l 5 
―C̀ a ← 

1 1 

SD LA 

SD ＼ 

世A口＼EB 

Cu 

Pb 5 

Zn 

Cd 

Fe 1 

Mn 1 

Ni 
l 1 ;-

八l 1 

V 

Ca 

（注） 人中の卜段に相関係数、下段は危桧率を表わす。
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1,882 44 18 

1,905 55 8 

5,468 122 11 

2,816 89 72 

3,4 5 3 119 17 

（；＼橋）

EB Cu Pb Zn Cd Fe Mn Ni 
745 913 ＇ 912 660 

884 809 771 877 928 

＼ ＼ 656 692 79-9-, | 1838 
847 ＼ 

5 
1 I l三1 

790 679 712 

区5 763 744 

！ 5 ＼ 
I 5 ＼ 971 
1 5 5 「＼

I¥ 
1 1 1 

I 5 5 1 

5 1 5 

（茨島）

El3 Cu―l’ Pl) 四 Cd 四895騨1818 
N1 

675 800 
I 

＼ 

八 695 798 845 757 
＇ 5 l¥、 758 913 

1 

口：ロi丁 5 762 

＼ 779 

l ¥、

I 5 ＼ 

二I 
1 5 

ー・--1--l 1 
I 1 5 1 1 

(ng／而）

粉じん
(μg／戒）

78 

73 

70 

106 
9 、

84 

104 

119 

95 

184 

Al 
9V 25 l !C94a 8 866 

692 675 857 

冗

927 740 

844 737 85ヽl

842 692 

＼ 769 792 
1 口922 

文1 1 

Al V Ca 
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図 6 アンターセンによる合属成分別粒度分伍曲線

（2) 道路堆積物

ア粒度分布

図ー 7は8調査地点のうちハイボリュウムエアサンプラーによる浮遊粉じん調査地点である土崎、

八橋、中通及び茨島の 4地点について道路堆積物の月別粒度分布状況を比較したものである。

地点及び季節により粒径別の割合は多少異なるか、各地点とも 149~297 μmlこヒークをもつ 1

地型の分布を示している。 （八橋の 3月のみ46~74、(lm、 149~297 /l 7nの2山）［リ）

なお、表ー12は県工業技術センターのラベリング試験室内から実際のスパイクタイク使用による
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アスファルト舗装材の摩耗試験の際発生した摩耗粉じん堆積物を採取し、 この堆積物について、道

路堆積物と同様の方法により粒度分布を求めたものであるか、 A、B両サンプルとも149~297μ叩

にピークをもつ 1山型の分布を示し、粒度分布の面では道路堆積物と同じ状況にある。

表ー12 丁業技術センターラベリング試験室堆積物の粒度分布
(No.A、B2サンプル）
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イ ベンゼン抽出物質

市内の主要幹線道路端8地点から採取した道路堆積物中のベンゼン抽出物質量は表ー13のとおり

である。

各地点でのベンゼン抽出物質量は中通自排局舎前の 9月9.4％の特異値を除くと 3月が4.0~7.0

%、 9月 0.08~1.0%、12月1.4~7.1％でいずれもスパイク装着期の 3月、 12月が夏期より高い含

有率を示しており、これら冬期の増加はスパイクタイヤによるアスファルト道路摩耗物の増加によ

るものであると推察される。

また、表ー14は中通自排局（57/ 3月サンプル）における粒径別のヘンゼン及びトリクロルエタ

ン抽出物貿量であるが粒径が小さくなるほど含有率力ゞ高く前述の浮遊粉じんと浮遊粒子状物質中の

ベンゼン抽出物質量の関係を裏づけてじる。

なお、表ー15は当センター前で採取した道路堆積物について、抽出法（ソックスレー及び超音波

法）及び抽出溶媒（ベンゼン、 トリクレン、二硫化炭素、四塩化炭素）のちがいによる抽出物質量

を比較したものであるが、抽出法及び抽出溶媒のちがいによる差は特にみられない。

表— 13 追路堆積物中のベンゼン抽出物質星

（％） 

調査地 点島ロI ロ7.0 57 I 9 57 / 12 

1 飯 0.37 3.7 

2 土 崎 44 0. 4 7 26 

3 八 橋 4.1 0 08 26 

4 山 王 4.0 0.37 

5 中 通 54 
I 

94 7.1 

6 茨 島 4 6 I ＇ 1 0 I 14 

7 卸 町 5.8 0.18 1.6 
： 

釘 新 屋 5.5 0.28 I 4.1 

表—-14 迅路堆積物の利径別溶媒抽出物質氾度

（免）

粒(μm、)径 採試取量（料が

ソックスレー抽出法 超音波抽出法
メッジュ

ヘンゼン トリクロ ペンゼン トリクロ
ルエタン ルエタン

16~28 1,000~590 2 000 1.5 1.3 1.2 1.2 

28~48 590~297 5 000 1.5 1.6 1.4 1.5 
-

48~100 149~297 II 2.5 2.6 2.5 2.6 
--~- - -

100~200 74~149 ” 3.8 3.9 3.5 3.8 
“‘ 

200~300 46~74 “' 5.8 5.9 5.7 6.3 

300~ <46 ／／ 9.4 9.7 9.1 10.5 

（注） 57 / 3の中通自排局前サンプル
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表ー15 抽出法及び抽出溶媒比較
（％） 

試 料 サンプル 試料眉揺．靡レ 超音跛抽出法

採 取地点 年月日 分析量 ！ベンゼン‘
べ 1トリクロ

ンゼン Iルエタン 二硫化炭素！四塩化炭素

環境技術センター道路端 I56.12.11 5.000 g 4.1 4.4 4.3 4.5 4.5 

ウ 金属成分

市内 8地点の道路端から採取した道路堆積物中の季節別金属成分濃度は表ー16のとおりである。

Caを除く 9成分については Znが9月にやや高くなる傾向があるが他は各地点とも季節1こよる）く

きな濃度変動はみられない。 Ca成分については 9月の約 7,000~10,000μ g I gか 3月、12月には約

30,000~95,000 μ g I gといずれも地点も約 5~10倍の増加がみられ、これらは冬期のスペイクタ

イヤによるアスファルト舗装材の摩耗噌大が大きく寄与・しているものと若えられる。

Znの夏期＞冬期の現象は同元素そのものか骨材中にしめる割合か低く、冬期の摩耗堆積物増加

による希釈効果によるものであると若えられる。

なお、地点別では荻島のPb、Zn及びCdの二成分が他の地点よりやや靡い傾向応あるか、これに

隣接する工場地帯からの彩響によるものてあると捐察される。

表ー16 道路堆積物中の金属成分濃度
(、 /19 / 9) 

聞査地点 I年月 Cu I Pb I Zn I Cd I Fe I Mn I Ni I Al I -V I Ca - -9__[ —- - --
57 / 3 I 32 I 18 I rno I 0.80 I 32,600 I 590 I 8.2 I 21,1 oo I 106 I 82,000 

-- - - - -

飯 島 I57 / 9 I 23 I 33 I 210 1 o.88 I 23_900 I 3so I s.o I 1s,400 I 57 I 6,740 
57/12 I 32 I ss I 360 ! 1.02 I 26,900 I 100 I 7.9 I 23,100 I 80 I 53.700 

i 511 s I 37 I 15 I 200 I o.9o ! 29,soo ! 1110 1- 11 I 2s.soo I 82 I 61,000 
土崎 57/9 I 40 I 1221 570 I 1.24 I 40,300 I 130 I 121 22,100 I 76 I 10,000 

57/]ビ 37I 36 I 230 I o.62 I 252,00 1,11 o I 5.6 I 22,600 I 58 I 48,000 
57/ 3 I 54 I 31 I 280 I 1.14 I 33.600 I 560 I 12 I 28,300 I 74 I 92,500 

八橋 57 I 9 I 53 I 30 I 1550 I 5.30 I 35,900 1 520 I 13 I 25,600 I 76 I 8,200 
i 57/12 I 47 I 46 I 470 i 1.2s 1 21,100 I 470 りoI 24,400 I 65 I 56,800 
I 57/ 3 I 240 I -1s 1 1so I os8 1 24,100 I 480 I s.21 24,100 I 10 I 44.Goo 

山王 57 / 9 I 33 I 24 I 250 I 0.48 I 24,300 I. 400 I 7.8 I 20,100 I 68 I 8,400 
57/1げ 58I 24 I 160 I o.50 ! 26,900 I 440 I 7.5 I 24,600 I 76 I 57.ooo □］ 二2 1 8 1 50 ， ー四 □ 520 1 1 2 5,400 7 3 7 7 , 000 

中通 57/9 77 31 竺叫□0.56 35,900 670 25 30,800 89 7,200 
、 一 、 ヨー

57/12 I 117 I 46 I 240 i o.64 I 25,7001 510 I 13 I 24,600 I 69 I 96.400 
57/ 3 I 511 I 411 350 I 1.46 I 34,100 I 550 りoI 27,900 I 80 I ss.100 

，ー—

茨島 I57 / 9 I 121 67 I 910 I 2.s8 I 29,soo I 480 I 11 I 24,900 I 80 I 6,600 
- -

57/ 1 2 63 48 940 げ．14 32,000 4 60 ] 1 2 6,90() 8q、 3(J,100 

57/3 I 321 761 1201 D.641 41,100 り70 8日 2り，sooI 80 1. 66,020 

卸町 157/9 32 43 200, 0.52-31,100 450 10 疇 0 万i「―-7函
-- -

57/12 I 25 I 15 I 150 I o.58 i 2s,soo I 470 I s.s I 2s.800 I 11 i so,100 

57/ 3 39 19 15(l, 082 38,200 り40I 8.S I :38,300 I 9:l : 68,300 

新屋 I ー］□，700
ヘ—-

51112 I 331 16 I 150 I o.66 I 21,300 I 420 I 6.s 1 :10,4()(] ]二王7,100
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4 ま とめ

(1) 道路端における浮遊粉じん濃度は、夏期は 151fl g/'爺前後で地点間に大きな差はみられないが、

融雪期の 3月及び12月は路面の乾湿状況による変動幅が大きく、かつ夏期に比べ顕著な濃度の増

加がみられる。

(2) 道路端での浮遊粉じんは各月とも粒径 6、um付近にピークをもつ分布系を示し、 3月及び12月

の浮遊粉じんの増加 2. 1 1.1m 以上の粒子の増加によるもので特に、 lOµm 以上の祖大粒了—

群が大きく寄与している。

(3) 浮遊粉じん及び粒径10mn以下の浮遊粒子状物質中のアスファルト分指標としてのベンゼン抽

出物質贔は吸引流用当たりではいずれの地点とも 3月及び12月か 9月より高い値を示しているか、

粉じん重量当たりでは逆の傾向を示す力研もある。

(4) 浮遊粉じん中の金属成分浪度のうち上に人為的活動から るCu、Pb、Zn、Cd、Ni

成分については大きな季節差はみられはいか、土壌元素でありかつアスファルト舗装材元索でも

ある Fe、Mn、A]、Ca及ひ Vの 5成分は 3月及び12月か 9月より高い濃度を示し、特に Caの培

加か顧著である。

(5) 浮遊粉じん中の金屈｝戎分の粒度分布については Fe、Mn、Al、Ca成分に粉じんと□し粒度分布

かみられるか、他の成分はし＼ずれも 1/lTTL以下にも小ヒークをもつ 2山型の分布を示し、季節的

には大きな差はみられない。

(6) 道路羅柏物の粒度分化は地点及び季節により粒径別の割合は多少異なるか、各地点とも 119~

297 1.1m にピークをもつ 1山型の分布を不し、スハイクタイヤ応よるアスファルト舗装庄耗試験

をhうラヘリンク，，式験室内での庄耗堆禎物と同し位度分布状況区ある。

!7) 道路堆栢物中のヘンセン抽出物質犀は粒径か小さいほとその合有率か高く、季節的には 3月及

び12月か 9月より高い値を示している。

(81 迅路堆柏物中の金属成分については Caか浮遊扮じんと同杜 3月及ひ12月か 9月より高い｛直を

不してしヽるか、その他の元索は各地点とも季節による覇著信差はみられ賃い。

以上のことから、柏＇勺前のスパイクタイヤ装着期及ひ融！‘•井後における扮しんの増加、さらには道

路端の道路胤柏物は冬期のスバイクタイヤ使用によるアスファルト麿托吻からり）寄与かきわめて）く

きいことか考えられるか、今後とも直路粉じんの拡散影聾（旧I~離誡衰）等を貪む一連の謁査を紺続

し、これりの関係を史に明確にしていくf定てある。
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